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補
正
総
額

六
億
六
百
六
十
九
万
九
千
円

f
F
中
学
校
屋
内
運
動
場
等
落
成
式
典
開
催
関
係
事
業
費

1

十
二
月
定
例
町
議
会
は
、

十
二
月
十
八
日
開
会
し
、
平

成
十
年
度
補
正
予
算
な
ど
議

案
十
五
件
、
報
告
二
件
、
陳

情
二
件
、
発
議
一
件
が
提
案

さ
れ
、
陳
情
に
つ
い
て
は
閉

会
中
の
継
続
審
査
、
発
議
に

つ
い
て
は
採
択
、
議
案
並
び

に
報
告
に
つ
い
て
は
原
案
ど

お
り
可
決
、
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

企

急ピ ッ チに進む中学校屋内
運動場改築工事。

( 3 月完成予定)

補
正
予
算

• 
一
般
会
計
補
正
予
算

、

国
民
健

康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
、
老

人
保
健
特
別
会
計
補
正
予
算

、

簡

易
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算
、
公

共
下
水
道
特
別
会
計
補
正
予
算
、

ふ
る
さ
と
交
流
館
特
別
会
計
補
正

予
算
を
合
わ
せ
た
総
額
六

O
六

、

六
九
九
千
円
の
補
正
予
算
と
な
り

ま
し
た
。

般

会
計

補
正
総
額五

二
八
、
九
九

六
千
円

累
計
総
額

六
、

二
四
四
、
五
七
四
千
円

主
な
補
正
の
内
容
は
次
の
と
お
り

で
す
。

O
地
域
振
興
券
交
付
事
業
事
務
費

四
、

八
O
O
千
円

。
町
民
運
動
場
土
地
購
入
費
ほ
か

四
O
八
、
七
O
三
千
円

。
介
護
保
険
事
務
電
算
化
事
業
費

一
九
、
五
三
O
千
円

。
道
路
橋
梁
新
設
改
良
費

二
五

、

0
0
0

千
円

。
中
学
校
屋
内
運
動
場
等
落
成
式

典
開
催
関
係
事
業
費

一、

一
四
O
千
円

。
民
俗
資
料
整
理
臨
時
雇
人
料

一
、
凹
O
O
千
円

。
補
助
災
害
復
旧
費

二
五
、
八
六
九
千
円

国
民
健
康
保
険

特
別
会
計

一
般
被
保
険
者
療
養
給
付
費
保

険
者
負
担
金
な
ど
で

市

E

念
直

よ
事
L
i
o

市

4
者

二
三

、

九
六
九
千
円

累
計
総
額七

八
一
二、

一
八
二
千
円

老
人
保
健
特
別
会
計

一
般
会
計
繰
入
金
過
年
度
超
過

分
繰
出
金
で

補
正
総
額

一
一
、

二
七
八
千
円

累
計
総
額

一 、

二
六
二
、
六
八
三
千
円

簡
易
水
道
特
別
会
計

問
屋

・

大
屋
敷
飲
料
水
供
給
施

設
設
計
並
び
に
配
水
管
布
設
工
事



請
負
費
な
ど
で

補
正
総
額

一、

八
七
二
千
円

臼

?
T

人
心
百
川

先
吾
一
ロ
ウ
恥
ム
宥
旬

二
二
七
、
二
二
七
千
円

公
共
下
水
道
特
別
会
計

水
道
管
支
障
移
転
補
償
費
な
ど

で
補
正
総
額
七

、

四
一
一
一
千
円

累
計
総
額七

七
五
、

四
九
二
千
円

ふ
る
さ
と
交
流
館

特
別
会
計

交
流
館
風
除
室
新
設
工
事
な
ど

で
補
正
総
額

二
、

一
七
二
千
円

累
計
総
額

一
二
五

、

八
O
五
千
円

-
般
議
案

• 
0
専
決
処
分
事
項
の
承
認
に
つ
い

て特
定
非
営
利
活
動
促
進
法
が
施

行
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
川
内
町

税
条
例
の

一
部
を
改
正
し
た
も
の

O
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て

国
家
公
務
員
の
俸
給
月
額
等
の

改
正
に
伴
い
、
本
町
職
員
も
同
様

一

に
改
正
す
る
も
の
一

O
町
道
の
路
線
廃
止
に
つ
い
て

一

道
路
網
再
編
成
の
た
め
、
町
道
一

の
路
線
を
廃
止
す
る
も
の

一

O
町
道
の
路
線
認
定
に
つ
い
て

一

道
路
網
再
編
成
の
た
め
、

町
道

一

の
路
線
を
認
定
す
る
も
の
一

O
川
内
町
水
道
事
業
給
水
条
例
の

一

一
部
改
正
に
つ
い
て

一
〈
E
さ

長
期
間
据
え
置
か
れ
て
い
た
水

禍
守

&
y
￡
ヲ
&
y
u
&
Y
Eヲ
￡
ヲ

&
y
&
y
uも
正
司
王
ヲ
由
、

u
&
y
&
v
d
&
v語、
五
ヲ
￡
ヲ

&
v
d
&
v
u￡ヲ
&
v
d￡
ヨ

道
料
金
を
、
近
隣
市

町
村

の
動
向

耐
水
道
は
、
私
た
ち
の
健
康
で
文
想
定
し
た
新
た
な
水
源
の
碓
保
、
額
に
な
り
ま
す
が
、

い
吋

を
参
考
に
し
て
適
正
な
水
道
料

金

同
化
的
な
生
活
や
様
々
な
社
会
経
済
水
道

工
事
や
水
道
施
設
の
維
持
管
ご
理
解
と
ご
協
力

同

に
改
め
、
経

営
の
改
善
を
図
る
も

同
活
動
を
支
え
る
必
要
不
可
欠
な
生
理
に
必
要
な
経
費
な
ど
が
増
え
る
を
お
願
い
い
た
し

同

の
(
詳
細
は
下
記
の
と
お
り

)

門
店
基
盤
と
し
て
、
重
要
な
役
割
を
こ
と
を
考
慮
、
検
討
を
行
い
、

平

ま
す
。

時
間
轍
轍向

。

平
成
十
年
度
県
費
補
助
事
業
宿
吋

果
た
し
て
い
ま
す
。

成
十
一
年
五
月
分
か
ら
水
道
料
金

l
i
l
i
-
-
Z
4

寸
」

l
J
I
l
l
-
-

」
円
円
円

h

野
線
道
路
改
良
工
事
請
負
契
約
吋

現
行
の
水
道
料
金
は

、
昭
和
六

を
改
定
い
た
し
ま
す
。

一
一

一I
l
-
-一
吋

の
締
結
に
つ
い
て
吋

十
一
年
ーに
改
定
さ
れ
て
か
ら
十
三

今
回
の
改
定
に
つ
い
て
は
、基

一L
j一卿
柳
川
一

1

吋

(可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た

)

吋
年
間
改
定
な
く
据
え
置
い
て
お
り
本
料
金
は
据
え
置
き

、
超
過
料
金

一J
J

一
吋

O
平
成
十
年
度
県
費
補
助
事
業
三

O

一
「
「
|
|
|
L

合
合
合

。

軒
屋
音
回
線
道
路
改
良
工
事
請
中
木
造
純
金
ふ
鴎
定
巳
ラ
い

τ

引
一正
二M
M
L
時
広

i

一

一
ー
'
一
崎
氏
一
一
士
史
宙
人
宙
人

h

負
変
更
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

4
7
7

一
量一ト
2

以
一
州
市
出
。

(可
決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
)

ん
い
ま
し
た
が
、
人
口
の
増
加
及
び
ト
を
家
庭
用
・
工
場
用
共
に

ほ
一
」
水一~
7

m

一
知
町
町
併

T

一
一

一

一

で
で
で

は
『

O

投
票
管
理
者
等
の
報
酬
支
給
条
ん
や

ィ
レ
の
水
洗
化
な
ど
に
よ
る
生
活

一
律
に
し
て
、
使
用
水
量

什
一
一
一
1

什

引

一

d
d
d
が

同
様
式
の
変
化
に
伴
い
水
需
要
が
増
こ
応
じ
て
段
階
を
設
け
て

月

下
丁
卜

1
1
1

ー

ム
E

以

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

O

カ
二

L
3

一
因
で
で
で
。

附
加
し
、

そ
れ
に
対
す
る
施
設
整

備

料
金
を
累
進
し
ま
す

。

ー
一L

阿
一
明
一
酉
庭
庭
庭
同

愛
媛
県
知
事
選
挙
に
執
務
す
る

少
(
一

前

一
氏

一
冗

一
軍

家
家
家

少

投
票
管
理
者
等
の
労
苦
に
報
い
る
仇費
が
増
大
し
て
い
ま
す

。

ま
た
、
な
お
、
水
道
料
金
の
改

峰
一
正
一
周一
周
一E
4
4
4
伽

た
め
、
報
酬
の
額
を
改
正
す
る
も

炉
一
一
寸

一
工
一

E
F

ん
{
渇
水
時
に
安
定
的
に
供
給
で
き
る
定
に
伴
い

、

更
用
水
量
に

齢
一
改
一
噌

一
現
一
酉
・
・
内

向
水
道
整
備
や
、
今
後
の
水

需
要
を
応
じ
て
下
記
の
よ
う
に
増

超
「
ト
|
|
|
「

L

園
町

k
y
p
G
Z

、
u
p
a
s
o
A
Y
P
G
V

言
、

5
9
6
5
p
a
v
臣
、
5
9
a
z

、
5
9
P
9
p
a
s
p
a
y
P
9
2
9
9
9
p
、
u
P
9
P
G
Y℃

報

告

• 
0
決
算
審
査
特
別
委
員
会
審
査
報

土ヒ
Eコ継

続
審
査
と
な

っ
て
お
り
ま
し

た
九
年
度
決
算
の
認
定
に
つ
い
て

は
、
特
別
委
員
会
の
審
査
報
告
を

受
け
て
原
案
ど
お
り
認
定
さ
れ

ま

し
た
。

〉

E
E

建
設
常
任
委
員
会
審
査
報

の

生
口

継
続
審
査
と
な
っ

て
お
り
ま
し

た
私
道
の
整
備
と
維
持
管
理
に
関

す
る
陳
情
は
、
趣
旨
採
択
と
な
り

ま
し
た
。陳

情

-
0
川
内
保
育
園
の
保
育
時
間
の
延

長
を
求
め
る
陳
情
書

O
国
立
病
院
、
療
養
所
の
独
立
行

政
法
人
化
・
民
営
化
に
反
対
し

機
能
の
充
実
強
化
を
求
め
る
陳

情
書

い
ず
れ
の
陳
情
も
、
閉

会
中
の

継
続
審
査
と
な
り
ま
し
た
。

議
員
発
議

0_ 
す四
る国
意地
見方
書建

E文

局
の
存
続

関

採
択
と
な
り
ま
し
た
。

a‘ 



{
目
的
}

若
い
親
の
層
の
子
育
て
を
支
援

し
、

あ
る
い
は
老
齢
福
祉
年
金
等

の
受
給
者
や
所
得
が
低
い
高
齢
者

層
の
経
済
的
負
担
を
軽
減
し
、
も

っ

て
個
人
消
費
の
喚
起

・

地
域
経

済
の
活
性

化
を
図
り
、
地
域
振
興

に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

経
費
の
全
額
を
国
庫
補
助
金
を

受
け
て
、
川
内
町
が
発
行
す
る
も

の
で
す
。

{
地
域
振
興
券
}

地
域
振
興
券
は
商
品
券
で
す
。

券
面
金
額
は
干
円
で

、

二
十
枚

(二
万
円
相
当
分
)
一
組
で
交
付
さ

れ
、
使
用
に
あ
た

っ
て
は
、
釣
り

銭
は
支
払
わ
れ
ま
せ
ん
。

【
交
付
さ
れ
る
人
}

交
付
の
対
象
と
な
る
人
は

、

平

成
十
一
年
一
月
一
日

(基
準
日
)

に
、
次
の
要
件
の
い
ず
れ
か
に
該

当
す
る
人
で
す

。

①
住
民
基
本
台
帳
に
登
録
さ
れ
た

(外
国
人
登
録
法
の
永
住
者
と
特

別
永
住
者
を
含
み
ま
す
。

)

十
五
歳
以
下
の
児
童
の
い
る
世
帯

の
世
帯
主
。

②
平
成
十
年
度
分
の
町
民
税
が
非

課
税
の
人
で

、

基
準
日
に
六
十
五

歳
以
上
の
者

(
誰
か
に
扶
養
さ
れ

て
い
る
場
合
は

、

扶
養
す
る
人
が

同
じ
く
非
課
税
で
あ
る
必
要
が
あ

り
ま
す

。
)

①
老
齢
福
祉
年
金

、

障
害
基
礎
年

金
、
遺
族
基
礎
年
金
、
母
子
年
金

、

準
母
子
年
金

、
遺
児
年
金

、

児
童

扶
養
手
当

、

障
害
児
福
祉
手
当

、

特
別
障
害
者
手
当
な

ど
の
受
給
者
。

(
一部
に
は
、
本
人
と
扶
養
す
る
者

が
、
非
課
税
で
あ
る
要
件
が
あ
り

ま
す

。
)

④
生
活
保
護
法
の
被
保
護
者
や
社

会
福
祉
施
設
の
措
置
入
所
者
等

。

⑤
た
だ
し

、

②
か
ら

④
ま
で
は
重

複
は
で
き
ま
せ
ん

。

{
交
付
枚
数
}

①
の
交
付
対
象
者
に
は
、
該
当
児

童
一
人
当
た
り

一
組
(
二
万
円
相

当
分
)
が
、
②
か
ら
④
ま
で
の
交

付
対
象
者
に
は
一
組
(
二
万
円
相

当
分
)
が
交
付
さ
れ
ま
す

。

{
使
用
で
き
る
期
間
】

こ
の
券
を
使
用
で
き
る
期
間
は
、

平
成
十

一
年
三
月
二
十
五
日
か
ら

平
成
十
一
年

九
月
三
十
日
の
問
で

す
。{

使
用
で
き
る
と
こ
ろ
】

こ

の
券
は
、
川
内
町
内
で
の

み

使
用
で
き
ま
す
。

使
用
で
き
る
店
(
事
業
所
)
は
、

特
定
事
業
者

と
し
て
申
請
し
、
認

定
さ
れ
た
店
舗
(
事
業
所
)
に
限

ら
れ
ま
す
。

こ
の
券
を
取
り
扱
う

店
舗
等
に
は
、
ポ
ス
タ
ー

等
を
貼

っ

て
周
知
し
ま
す
。

{
使
用
で
き
る
人
}

こ
の
券
を
使
用
で
き
る
人
は
、

交
付
さ
れ
た
本
人
か

、
代
理
人

・

使
者
に
限
ら
れ
、
譲
渡
や
売
買
は

で
き
ま
せ
ん
。

{
使
用
で
き
る
取
引
き
}

こ
の
券
を
使
用
で
き
る
取
引

き

業
種
は
、
小
売
業
、
飲
食
業
、
洗

濯

・
理
容
業
・
美
容
業

・

旅
館
・

医
療
な
ど
の
各
種
サ
ー

ビ
ス
業
、

通
信
運
輸

・

旅
行
業
な
ど
で
す
。

使
用
で
き
な
い
も
の

は
、
出
資

や
債
権
の
支
払
、
切
手

・

官
製
は

が
き
の
購
入
、
有
価
証
券
・
商
品

券
・

プ
リ
ペ
イ
ド
カ

ー

ド
の
購
入
、

回
数
券
の
購
入
、
電
気
料
金
、

N

H
K

受
信
料
、
水
道
料
金
、
税
金

の
支
払
、
ふ
る
さ
と
交
流
館
で
の

支
払
い
な
ど
で
す

。

上記[交付される人]の②~④の
交付対象者へ資格の明細等
周知ご案内広報
( 3 月広報「かわうち」等)

資格や本人を確認する
証書持参により 、 交付
申請・振興券の受領

平成11 年 3 月 25 日から申請受付
平成11 年 9 月 30 日まで使用可能

15歳以下の児童の属する世帯主
ヘ 「引換券」の郵送
( 3 月中旬頃)

本人を確認できる書類
と「引換え券j 持参に
より 、 振興券の受領

地域振興券の使用
使
用
期
限

a‘ 



T三

地域振興券を取り扱う
店舗・事業者のみなさんを
募集します。 ~2月中旬~

川内町では、前ページに掲載しました「地域振興券J の交付事業を行うことになりました。

川内町商工会のご協力もいただき、事務を進めているところですが、乙の事業の目的をスムー
ズに達成するためには、事業者の皆さんのご協力が不可欠となります。

次のような要領で、地域振興券を取り扱う事業者(特定事業者)を募集いたしますので、よろ

しくお願いします。

削減l事主宰宣~刷局隼喜幸ヨ1

この券を使用できる取引き業種は、小売業、 飲食業、洗濯・理容業・美容業・旅館・医療などの各種

サ ビス業、 通信運輸・旅行業などです。

[特定業者の区域的制限j
特定事業者は 、 川内町内の区域に事業所・店舗を有する
事業者です。

| 地域振興券取り扱いの流れ |

①申請 別途申請方法をご案内します。

( 募集・申請の時期 I 
平成11 年 2 月中旬、募集を開始します。

②認定 認定が決定すると、登録証明書、ポスター(ステッカー)、取扱手引き等を送付します。

③振興券の取扱にあたっては、次のような注意が必要です。

(あ)本人 ・代理人・使者に限つてのみ使用できることとなっています。

(い)振興券を譲渡 ・ 交換・売買することはできません。

(う)大量の受け取りは(あ) (い)に触れることがあるので注意が必要です。

(え)釣り銭の支払いは行わないこと 。

④地域振興券を受け取り 、物を売ったり役務の提供などをした後は、換金前の盗難を防止するために、券
裏面に商号・屋号・氏名などを表記していただきます。

⑤振興券の換金の方法

(あ)町内の取ヲ | き金融機関に、振興券を添えて換金の申し出をし、受領書を受け取ります。

(い)月に一回の割合で、決められた日にその金融機関から口座振り込みを受けます。

(う) 地域振興券の取扱は、平成11年9月 30 日までです。

また、金融機関での換金は、平成11 年12月の金融機関の最終営業固までです。

問い合わせ先/川内町総務課 fi966・2222 (内線22または23)



町
議
会
常
任
委
員
会

合
同
研
修
を
終
え
て

平
成
十
年
十
一
月

二
十
四
日
か

ら

二
十
七
日
の
日
程
で
九
州
の
鹿

児
島
、
宮
崎
を
研
修
し
た
。

最
初
の
研
修
地
、
鹿
児
島
県
揖

宿
郡
喜
入
町
で
は
、
行
財
政
改
革
、

老
人
福
祉
施
設
関
係

、

温
泉
施
設
、

レ
ジ
ャ
ー
施
設
な
ど
を
視

察
研
修

し
た
。

世
界
最
大
の
日
本
石
油
株

式
会
社
の
原
油
備
蓄
基
地
を
抱
え
、

あ
る
意
味
で
は
、
人
材
雇
用
や
財

源
支
援
に
大
い
に
役
だ
っ
て
い
る

が
、
反
対
に
危
険
施
設
で
あ
り
常

備
防
災
対
策
が
絶
対
条
件
で

町
民

に
対
す
る
啓
蒙
も
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
る

。

む
だ

・
む
ら

・

む
り
と
不
公
平

を
取
り
除
き
効
率
運
用
を
図
り

住
民
に
対
す
る
サ
ー
ビ
ス
の
程
度

を
向
上
さ
せ
る
理
想
を
掲
げ
、
町

政
推
進
の
五
訓
を
定
め
て
現
在
に

至
っ
て
い
る
。

民
間
委
託
、
補
助
金
の
廃
止
、

電
算
委
託
な
ど
川
内
町
で
も
進
め

て
き
た
も
の
を
は
じ
め
、
給
食
セ

ン
タ
ー
の
民
間
委
託
に
も
踏
み
切

っ
て
い
た

。

給
食
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
は
、
給
食
配
送
業
務
を
手
は

じ
め
に
調
理
業
務
、
事
務
な
ど
を
、

パ
l

ト
に
切
り

替
え
、
職
員
定
数

削
減
を
実
現
し
た
。

こ
の
よ
う
に

平
成
の
今
日
ま
で

各
搬
に
わ
た
る
見
直
し
統
合
が
さ

れ
、
全
職
員
に
パ
ソ
コ
ン
配
布
、

O
A

化
に
よ
る
行
政
の
情
報
化
を

推
進
し
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

を
目
指
し
て
い
る

。

福
祉
関
係
で
は
、
お
年
寄
り
の

憩
い
の
場
と
し
て
の
『
喜
入

の
里
』
、

昭
和
四
十
八
年
に
は
養
護
老
人
ホ

ー
ム
を
設
置
し
、
平
成
九
年
の
改

築
移
転
に
際
し
て
は
、
太
陽
光
発

電
フ
ィ
ー

ル
ド
テ
ス
ト
事
業
に
も

取
り
組
み
実
績
を
残
し
て
い
る

。

レ
ジ

ャ
ー

施
設
関
係
で
は
、
温

泉
保
養
館

、

室
内
温
泉
プ
l

ル
、

多
目
的
広
場
、
キ
ャ
ン
プ
施
設
、

七
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
総
合
運
動

公
園
と
充
実
し
て
お
り
、

町

民
の
ふ
れ
あ
い
の
場
と
し
て

健
康
、
福
祉
、
仲
間
づ
く
り

に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

目
を

み
は
る
こ
と
は
、
温
水
プ
ー

ル
の
利
用
で
休
日
や
夏
休
み

等
小
中
学
生
に
無
料
開
放

(
六
千
万
円
程
度
の
赤
字

覚
悟
で
)
す
る
な
ど
、
町
民

本
位
の
行
政
姿
勢
が
う
か
が

わ
れ
る
こ
と
で
あ
る

。

次
に
宮
崎
県
東
諸
県
郡
綾

町
に
伺
っ
た
。

自
然
と
調
和
し
た
ま
ち
づ

く
り
に
取
り
組
み
、
日
本
の
自
然

百
選

、

森
林
浴
の
森
百
選

、
水
源

の
森
百
選
に
次
々
と
選
ば
れ
て
い

る
。

町
に
は
、
広
大
な
照
葉
樹
林

が
残
っ
て
お
り
、
こ
こ
で
は
、
新

鮮
な
空
気
や
豊
富
な
水
を
生
み
出

し
動
物
や
野
鳥
が
共
存
共
栄
し
、

森
の
恵
み
を
分
か
ち
合
う
自
然
界

の
秩
序
が
営
ま
れ
て
い
る
。

町
自
体
が
中
心
的
役
割
を
担
い
、

昭
和
五
十
三
年
、
自
給
肥
料
供
給

施
設
の
建
設
、
昭
和
五
十
六
年
家

畜
糞
尿
処
理
施
設
の
建
設

、
昭
和

六
十
二
年
堆
肥
生
産
施
設
の
建
設
、

平
成
元
年
本
物
セ
ン
タ

ー

の
建
設
、

同
年
有
機
農
業
開
発
セ
ン
タ
ー
の

建
設
、
平
成
九
年
地
域
資
源
循
環

活
用
施
設

(
液肥
工
場
)
を
設
置

し
、
し
尿
処
理
に
よ
る
液
肥
を
各

農
家
に
配
布
す
る
な
ど
、

化
学
肥

料
や
農
薬
な
ど
の
合
成
化
学
物
質

の
利
用
を
排
除
し
、
本
来
機
能
す

べ
き
土
の
自
然
生
態
系
を
と
り
も

ど
し
て
、
健
康
保
持
遺
伝
毒
性
を

除
去
す
る
農
法
で
、
食
の
安
全
と

消
費
者
に
信
頼
、
愛
さ
れ
る
農
業

を
確
立
し
て
い
る
。

そ
し
て
、
長
期
安
定
的
発
展
を

図
る
た
め
、
昭
和
六
十

三
年
に
は
、

自
然
生
態
系
農
業
の
推
進
に
関
す

る
条
例
を
制
定
。

ま
た
、
平
成
元

年
十
月
に
は
綾

町
有
機
栽
培
契
約

農
産
物
経
済

価
格
補
償
基
金
要
領

を
制
定
し
、

一
億
五
千
万
円
の
基

金
運
用
を
行
う
な
ど
生
産
者

・
農

協
・

町
が

一
体
と
な
っ

て
取
り
組

み
、
日
本

一
の
有
機
農
業
の
町
と

し
て
日
本
各
地
か
ら
注
目
を
浴
び

て
い
る
。

照
葉
樹
林
が
育
ん
だ
手
づ
く
り

工
芸
品
、
陶
芸
、
木
工
芸
、
竹
細

工
、
ガ
ラ
ス

工
芸

、

染
織
物
な
ど

四
十
の
手
づ
く
り
工
房
が
あ
り

、

昭
和
五
十
五
年
に
通
産
省
指
定
の

工
芸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
を
設

立
し
、
工
芸
ま
つ
り
や
全
国
の
展

示
即
売
会
な
ど
に
積
極
的
に
参

加

し
て
い
る

。

手
と
っ
く
り
工
芸
の
殿

堂
国
際
ク
ラ
フ
ト
の
城
、
照
葉
樹

林
の
お
い
繁
る
固
定
公
園
内
に
世

界
一
の
歩
道
吊
り
橋
、
照
葉
博
物

館
、
山

城
の
復
元
、
酒
泉
の
館
、

馬
事
公
苑

、

ふ
れ
あ
い
公
園
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
施
設
を
つ
く
り
年
間

一
一
一O
万
人
が
訪
れ
る
産
業
観
光

の
町
と
し
て
脚
光
を
浴
び
て
い
る
。

綾
町
は
、

三
十
六
年
間
、

二
代

に
わ
た
る

町
長
の
思
い
が

町
民
は

も
と
よ

り

近
隣
市
町
村
に
伝
わ
り

新
住
民
参
加
型
の
理
想
郷
が
つ
く¥ 



/
 ら

れ
つ
つ
あ
る
。

研
修
成
果
と
し
て

川
内
町
が
第

三
次
長
期
総
合
計
画
を
策
定
し

、

方
向
性
は
定
め
ら
れ
て
い
る
が
果

た
し
て
住
民
が
潤
い
、
活
力
の
あ

る
町

と
し
て

二
十

一
世
紀
に
つ
な

げ
て
行
け
る
だ
ろ
う
か
?

研
修
し

な
が
ら
ま
ち
マ
つ
く
り
は
人
づ
く
り

で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
実
感
し
た
。

所得税の

確定申告は

正しくお早めに
--ー-

近
い
将
来
訪
れ
る
超
高
齢
化
社

会
に
対
応
す
る
躍
動
感
あ
ふ
れ
る

楽
し
い

町

(
さ
く
ら
街
道
夢
広

場
)、
観
光
産
業
の
構
築
な
ど
我
々

議
会
人
と
し
て
そ
の
責
任
の
重
さ

を
感
じ
ざ
る
を
得
な
い
。

全
国
的
に
厳
し
い
財
政
事
情
の

中
、

恵
ま
れ
た
立
地
条
件
と
自
然

環
境
は
も
と
よ
り
個
性
あ
ふ
れ
る

平
成
十
年
分
の
所
得

税
の
確
定

申
告
は
、
二
月
十
六
日

ω
か
ら
始

ま
り
ま
す
。

申
告

・
納
付
期
限
は

三
月
十
五
日
間
で
す
。

'
確
定
申
告
を
し
な
け

』
れ
ば
な
う
な
い
場
合

次
の
よ
う
な
場
合
は

、

確
定
申

告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

一
.
事
業
を
し
て
い
る
場
合
、
不

動
産
収
入
の
あ
る
場
合

、

土
地

や
建
物
を
売
っ
た
場
合
な
ど
で
、

平
成
十
年
中
の
所
得
金
額
の
合

計
額
か
ら

、

配
偶
者
控
除

、

配

偶
者
特
別
控
除

、

扶
養
控
除

、

基
礎
控
除
そ
の

他
の
所
得
控
除

の
合
計
額
を
差
し
引
き

、

そ
の

金
額
を
基
に
算
出
し
た
税
額
が

配
当
控
除
額
と
特
別
減
税
額
を

人
材
の
登
用
に
道
を
拓
く
新
し
い

手
法
を
試
み
る
こ

と
こ
そ
、
こ
れ

か
ら
の

川
内
町
の
課
題
で
あ
ろ
う
。

川
内
町
議
会
副
議
長

三

棟

義

超
え
る
場
合

二
.

サ
ラ
リ
ー

マ
ン
で

、

給
与
の

年
収
が
二
千
万
円
を
超
え
る
場

合
、

給
与
所
得
や
退
職
所
得

以

外
の
所
得
金
額
の
合
計
額
が
二

十
万
円
を
超
え
る
場
合
な
ど

-
特
別
減
税
の
適
用
を

平
成
十
年
分
の
所
得
税
に
つ
い

て
特
別
減
税
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

所
得
税
額
か
ら
次
の
金
額
の
合

計
額
(
合
計
額
が
そ
の
人
の
所
得

税
額
を
超
え
る
場
合
に
は

、

そ
の

所
得
税
額
が
限
度
)
を
控
除
す
る

と
い
う
も
の
で
す

。

一
.

本
人
:
:
:

三
八
、
0
0
0
円

二
.

控
除
対
象
配
偶
者
と
扶
養
親

族

一
人
に
つ
き一

九
、

0
0
0

円 樟
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のがけよう、 あなたは毎日からだを動力、していますか?

運動不足は肥満を招き、動脈硬化、糖原病、

高血圧、高脂血症など、さまざまな生活習慣病
の温床となります。 毎日、軽く汗をかく程度の

無理のない運動をしましょう 。 時間は、 20分~

30分が理想です。

毎日20分"'30分の運動

ま手ことから始めよう!
ど九培 lこ眼~重い人宅、毛場〈二ヒぐ.;L \培 q

Tきるゆ.t' 0運動を習慣づける箪ー場ヒ L 宅、菖
.;\.~申宅大いに場<1-弓にL 審\.1-弓.目標晴、
1 日 1 育審帯電.

/ ウォーキンク‘の基本姿勢
| ・あごを引き 、 背筋を伸ばし、 視線はまっ

=三二 すぐ前方の路面を見る。 一一一
・肩の力を抜き 、 軽くひじを曲げ、 腕を前 | 
後に大きく振る。 --，

.つま先でけって 、 かかとから着地する。 I
歩幅はふだんより少し大またに。 I
・呼吸は 1 歩ごとに「吸うJ 1吸うJ 1吐く川
「吐く」の 14歩 1 呼吸」が基本。 ー」ー

.額にうっすら汗がにじむ程度のスピード
(分速100m前後) でリズミカルに歩く 。

ド

レGt' ?ρ0 ~
;01 61μ 

ベち

ぶれが

トー

こんなにあるf

園腰の筋肉を使うことで大脳を刺激し、老化や痴呆の防止になる。

困液の流れがよくなり、高血圧を防ぎ、 新陳代謝も高まる。

固肪が燃えるため肥満防止に役立つ。
国玉コレステロールが増え、 動脈硬化を防ぐ。
園疫力や抵抗力が高まり 、 生活習慣病を予防する。

固が丈夫になり、骨粗しよう症の予防に役立つ D
園と‘よい気分転換になり、ストレス解消に役立つ。

ウオーキングの健康効果

あ
な
た
を
待
っ
て
い
る
人

が
い
ま
す
。

，
骨
髄
バ
ン
ク
に

登
録
を
‘

い
の
ち
を
救
え
る
の
は
あ
な
た

か
も
し
れ
ま
せ
ん

。

「
骨髄
液
の
提
供

(
骨
髄
移
植
)
」

と
い
う
あ
な
た
の

善
意
が
、
白
血

病
や
重
症
再
生
不
良
性
貧

血
な
ど

の
血
液
難
病
患
者
さ
ん
の
命
を
救

い
ま
す
。

骨
髄
移
植
を
成
功
さ
せ
る
た
め

に
は
患
者
さ
ん
と
骨
髄
提
供
者

(ド

ナ
l

)
の
白
血
球
の
型

(H
L

A

型
)
を
一
致
さ
せ
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

こ

の

一
致
す
る
確
率
は
ま

れ
な
た
め

、

ま
だ
多
く
の
患
者
さ

ん
が
骨
髄
移
植
を
受
け
ら
れ
な
い

で
い
ま
す
。

a調‘

ロP

ドナー登録は、腕からの
採血検査です。
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の日 ー，平成10年度「心いきいきセミナー(痴呆編) J 
高齢化社会に伴って、痴呆性老人も増えています。
みなさんも、 「物忘れがひどくなったJ とか、 「性格や

行動が変わった方が身近にいる」など…、気になっている
ことはありませんか。

そこで、今回、痴呆症になうないための予防や、痴呆症
の方への接し方について学，3ïため、 「心いきいきセミナーJ
を開催します。，i)の健康づ‘くりに、ふるってご参加ください。

川内町- 松山中央保健所

下記のとおり(時間 : 午後l時30分~3時30分)
川内町健康センタ ー

筆記用具、 健康手帳
(2月 5 日は 、 運動できる服装が必要)
受講料は無料です。申込みは、
川内町健康セ ンタ -ft966 -2 191 まで

0主催

。内容
O場所
O持参品

0申込先

-毎日行う場合の 1 日の運動量
の目安

園
速歩(毎分100m の速度) ...・ H ・ ...........25分

軽いエアロビクス…H ・ H ・，.，.・ H ・ "111 ・ H ・ .25分

自転車(毎時18 k m の速度)…...・ H ・ ..25分

水泳 (脚の推進力に頼らないゆ っ くりとした速さ ) ……25分

圃;1磁羽田面l

講師

愛媛大学医学部
老年医学講座教授
三木哲郎先生

作業療法土
毛利雅英先生

愛媛県生涯学習
推進講師
八木方子先生

ロ~、合

家庭でできる

内

0講演
「老人性痴呆の正しい理解のために
~痴呆症ってどんな病気~J

0講演・実技
「心も体もリフレッシュ I!
リフレッシュ体操J

O講演
「うるおいのある生活を送るために
~今日からできること~J

0座談会

実施日

(金)

2/19 
(金)

2/5 

ジョギング(毎分120m の速度).. .・ H ・ ..20分

(注) 30歳代の人を対象にした数値。

高齢者の場合は速さ・時間を多少減らしてください。

(厚生省「健康づくりのための運動所要量J ) 

1 回の運動を少なくとも10分

以上続ける。

1 日の合計運動時間は20分以上。

原則として毎日続ける。

平成10年度若いな性の健康講座
象 18歳~39歳の女性 、

容 下記のとおり 〆ぺ弐'" ...1'1 

宮崎託児サービスあり o (，じよ夕、すれ

お子さんの昼食も 寸 ノミメ
用意します。 //~働改色

午前9時30分~12時30分戸;ぷFJ\W??
川内町健康センター 」ず ぜ

筆記用具、健康手帳、エプロン (2月 10日 .24印土運動できる

服装、室内シューズが必要)
参加料は無料です玉 川内町健康センターまで申込みください。

0対
O内

�" • 
0時間

O場所
O持参品

2 

3 

0申込先

実施日 師講

産婦人科医師

阿部恵美子先生

愛
媛
県
で
は
「
骨
髄
パ
ン
ク
登

録
窓
口
」
を
開
設
し
て
い
ま
す
の

で
、

二
十
歳
か
ら
五
十
歳
ま
で
の

健
康
な
方
の
登
録
を
お
願
い
し
ま

す
。

中
予
管
内
の
骨
髄
バ
ン
ク
登

録
窓
口
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

松
山
市
高
岡
町

却
の
l

愛
媛

県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー

内

愛
媛
県
骨
髄
デ
l

タ
セ
ン
タ
ー

(
2
9
7
3

・
0

7

0
0

)

インストラクター

井門恵理子先生

栄養士

河端 子津千

インストラクター

井門恵理子先生

テーマ

講演「自分の体を守るために
復習しましよう女性のからだ

~若い女性がかかりゃすい病気とその予防~J
-調理実習 (バランス食)

実E主[スリムなボテJィをめざして|

簡単なエアロビクス ( 1 ) J 
-調理実習 (ダイエッ卜食)

講演「家族で考える食生活
~子どもの頃から生活習慣病予防~J
・調理実習 (バランス食)

実践「スリムなボテzィをめざして|

簡単なエアロビクス ( 2 ) J 
・調理実習 (ダイエット食)

2/4 
(木)

2/10 
(水)

2/17 
(水)

2/24 
(水)



家
庭
の
役
割

家
庭
は

、

愛
情
と
安
ら
ぎ
の
場

で
あ
り

、

支
え
合
っ

て
生
き
て
い

く
生
活
の
場
で
あ
り
ま
す

。

ま
た

、

そ
れ
が
で
き
る
よ
う
導
き
教
え
る

教
育
の
場
で
も
あ
り

ま

す
。

そ
の
教
育
の
場
と
し
て
の
役
割

は
、

健
康
で
確
か
な
生
活
が
で
き

る

力
と
、
い
ろ
い
ろ
な
文

化
に
興

味
を
持
ち

、

よ
り
多
く
の
幸

せ
を

感
受
で
き
る
豊
か
な

心
を
培
う
こ

と
で
す
。

そ
の

中
で
も

、

今
求
め

ら
れ
て
い
る

こ

と
は

、

自
分
と
同

じ
く
家
族
を

、

家
族
と
同
じ
く
社

会
の
人
を
大

切
に
す
る

心
で
す
。

人"川礼の内儀
集 T 町
ま 十 を
f) 'f愛
の\媛

F 心県
:8 

「皿
』か

し 1

庭
に
お
け
る
人
権
教
育

幼
児
期
の
子
育
て
し

っ
か
り

誰
に
も
「
子
供
に
は
、
こ

れ
か

ら
先
の
長
い
人
生
を
幸
せ
に
歩
ん

で
欲
し
い
」
と
い
う
願
い
が
あ
り

ま

す
。

人
を
大
切
に
す
る

家
庭

か

つ
く
り

心
温
か
い
家
庭

あ
な

た
の
家
庭
は
い
い
で
す
か

家
族
と
い
え
ど
も

、

お
互
い
に

人
格
を
尊
重
し
て

、

話
し
合
い
で

も
の
ご
と
を
決
め
る

「
話
し
合
、
ぇ

る
家
庭
」。
家
族
一
人
一
人
が
そ
れ

た
す
ぞ
れ
の
立
場
で
協
力
し
責
任
を
果

「助
け
合
え
る
家
庭
」
。

お
互
い
を
い
た
わ
り
感
謝
の
言

葉
や
態
度
が
と
れ
る

「
礼儀
正
し

い
家
庭
」。

草
花
を

世
話
し
た
り

、

「心
美
し

生
き
物
を
大
切
に
す
る

等
が
な
く

、

い
家
庭
」。
暴
力
マ
ン
ガ
や

性
雑
誌

整
理
整
頓
に
努
め
る

「健
全
な
家
庭
」
。

宇
AF
ト
~、

近
所
付
き
合
い
を
大

切

に
し

、

挨
拶
や
手
伝
い
が
気
持
ち

地
域
の
行
事
に
も
進

ょ
く
で
き

、

ん
で
参
加
す
る

「聞
か
れ
た
家
庭

」

で
あ
り
た
い
も
の
で
す
。

そ
の
た
め
に
は

、

幼
児
期
か
ら

大
人
の
学
習
が
大
切

4p¥ 

発
達
段
階
に
沿
っ

た
体
験
や
学
習

を
さ
せ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

「
可
愛
い
い、

可
愛
い
い
」

と
し
つ
け
を
怠
っ

た
り

、

「忙
し
い

、

忙
し
い
」
と
放
任
し
て
い
て
は
後

に
問
題
を
抱
え
る

こ

と
に
な
り
ま

す
。

こ
の
時
期
は

、

生
涯
に
わ
た
る

人
間
形
成
の
基
礎
と
し
て

、

「
男
と

女
」
「
良
い
悪
い
」
「
き
れ
い
汚
い
」

「
好
き
嫌
い
」
な
ど
に

、

二
疋
の
主

観
が
育
つ
時
期
で
す
。

過
保
護
や
放
任
に
な
ら
ず

、

一

人
前
の
人
間
に
な
る

二
十
歳
、

三

十
歳
の
先
を
考
え

、

今
す
る
べ
き

こ

と
を

、

家
族
の
愛
情
の
中
で
し

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

家
庭
の
役
目
を
し
っ
か
り
果
た

す
た
め
に
は

、

大
人
自
身
が

、

P 

T
A

活
動

、

公
民
館
活
動

、

高
齢

者
学
級
等
、

あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と

ら
え
て
学
ぶ

必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ

で
人
権
問
題
を
は
じ
め

、

子

育
て
等
に
対
す
る
認
識
を
深
め
、

自
ら
の

価
値
観
も
高
め

、

家
庭
の

中
に
生
か
し
て
い
く

こ

と
が
大
切

で
す
。



一
月
十
五
日
、
"
大
人
の仲
間
入
り
“
を
祝
う
成
人
式
が
中
央
公
民

館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
成
人
八
十
七
名
が
出
席
し
た
成
人
式
で
は
、
森
町
長
の
式
辞
、

記
念
品
の
贈
呈
、
来
賓
祝
辞
の
あ
と
新
成
人
を
代
表
し
て
中
島
猛
さ

ん
が
二
+
歳
の
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

引
き
続
き
、
新
成
人
の
参

加
者
は
記
念
写
真

を
撮
り
(
今
年
は
雨

の
た
め
大
ホ
ー
ル
で
撮
影
)
、
二
十
歳
の
思
い
出
を
つ
く
り
ま
し
た

。

式
終
了
後
は
、
新
成
人
自
ら
企
画
し
た
茶
話
会
で
、

再
会
し
た
友
と
旧
交
を
温
め
て
い
ま
し
た

。

ひ
さ
し
ぶ
り
に

新成人代表

坂口陽子さん

成人式

ロビー巳τ
恩師と記念写真をパチリ

成
人
に
な
っ
た
皆
さ
ん

国
民
年
金
加
入
で

二
十
歳
の
ス
タ
ー
ト
f

一月
十
五
H

は
成
人
の
日
、
大
人
の
仲
間
入
り

を
さ
れ
る
皆
さ
ん
成
人
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

。

皆
さ
ん
は

、

二
十
歳
に
な
っ
て
何
か
ら
始
め
ら
れ

ま
す
か
。

晴
れ
て
大
人
の
仲
間
入
り
を
さ
れ
た

皆
さ
ん
に
は
、
選
挙
権
な
ど
様
々
な
権
利
と
と

も
に
義
務
も
生
じ
る
こ
と
に
な
り
ま
す

。

例
え
ば
、
国
民年
金
の
加
入
も
そ
の
一
つで
す
。

二
十
歳
と
同
時
に
加
入
し
、
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
も
大
切
な
義
務
で
す
。

国
民
年
金
は
皆
さ
ん
を
中
心
に
若
い
世
代
が

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
お
年
寄
り
の

年
金
を
支
え
、
ま
た
皆
さ
ん
の
老
後
の
所
得
保

障
だ
け
で
な
く

、

万
一の
事
故

・
病
気
に
対
し
て

も
安
心
し
て
生
活
で
き
る
制
度
で
す

。

二
十
歳
に
な
っ
た
ば
か
り
の
皆
さ
ん
は
「
年
金

な
ん
て
遠
い
将
来
の
こ
と
:

・
」
と
思
わ
れ
る
で
し

ょ
う
が
、
ち
ょっ
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。

人
は
誰
で
も
年
を
と
り
ま
す

。

も
し
、
年
金

を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
ら
ど
う
し
ま
す
か
。

将
来
を
生
き
が
い
の
あ
る
豊
か
な
も
の
に
す

る
た
め
に
『
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
』
の
と
お
り
、

そ
の
時
に
な
っ
て
慌
て
ぬ
よ
、
つ
に
若
い
時
か
ら
準

備
し
ま
し
ょ
う
。

二
十
歳
に
な

っ
た
あ
な
た
、
今
す
ぐ
川
内
町

役
場
で
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
し
て
く
だ

え
」
い。

... 
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を見つけ、 そこにある問題を解きながら、 ゴー
lレを目指しました。
大会結果は 、 右のとおりです。

4 箪14固吋ォー今弓11-犬舎
好天に恵まれた 12月 13 日、ウオ ー クラ リー大会が開催され

参加 した90人32チ ー ムが指示図を頼りにチェックポイン ト

第14回ウオークラリー大会結果

小学生組 一般組 家族組|
松本奈央子 松浦勝光 品橋佳子|

第1位 渡部祐子 松浦大輝 高橋公子
白石倫之

高須賀愛実 杉原 トヨ子 佐伯 敦
第2位 大西歩実 加藤睦子 佐伯美穂

寺田彬子 野 中 アイ子 佐伯 亮
宮下友里 田島 マ...... ナ『 相原一昭|

第3位
越智あゆみ 田島 シゲコ 相原由貴

相原一輝
相原瑞己!
相原碧衣

年葉少年夜警 炉
12月 27 日 、 年末恒例 となりま した少年夜警が行われ ま
した。

法被姿で、 すっかり消防団員になりきった子どもたち
は、 手に提灯や拍子木を持ち、沿道の民家に「火の用心、
マ ッ チ一本火事のもと j を連呼 しながら、防火を呼びか
けました。

マ

大
官官

固
守V
・
，

110'内外から過去最高の470人が参加し

て第 10回元旦健康マラソン大会が開催
されました 。

鈴木鉄男さんファミ リー の選手宣誓
の後、 3 ・ 5 ・ 10 k mの各コ ー スに分
かれてスタ ー卜 。

今年は 、 うさぎのぬいぐるみも登場
し 、 参加者といっしょに完走していま
した。 上位入賞者は、次の皆さんです。

クラス月IJ 氏 名 クラス別 氏 名 クラス5j1J 氏 名
3 1 位 二宮史雄 5 1 位 佐伯寿典 M 1O 1 位 亀 岡正次km km 
コ 2位 弓立哲大 コ 2位 鈴 木信也 コ 21:立 中田高志
ス ス ス

(男 ) 3位 藤 本彰紀 (男) 31:立 大野 ごJ弓吉巴 (男 ) 3位 玉井昭夫

3 1 位 織 田光穂 5 1 位 織 田千愛
1km 0 1位 相原和美km km 

コ
21立 藤本小百合 コ 2位 坂元 美 砂 コ 2位 桂 公 子

ス ス ス
(女) 3イ立 石丸知津 (女) 31:立 白石登貫子 (女) 3位 阿部明子

a画‘
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4 “ö-うおかえ ~I ta怒るし"

七草村ゆき
食べるラどい

1 月 7 日、中央公民館で 「七草がゆを食べる
つ どい」が開催;されました。

花の会ボランティア (宇
和川和喜子会長27人)主催
のこのつどいには、 130人の

老若男女が訪れ、 今年の健
康を祈りながら七草がゆを
いただいていました。

今年も帰省する人のために、滑川のコミュニティ広場前の県道端に、

大きな門松が飾られました。

これは 、 滑川ふるさと塾のメンバーが製作 したもので、年々大きくな
ってきているように思われます。
門松の上には、"ょうおかえりたなも し" という横断幕も掲げられ、

帰省する人を温か く 迎えていました。

.." 

参加した高瀬秀近さん (上砂) は 、 七草
がゆをいただいた後、川柳をー句披露。

「七草に今年の元気 貰い受けJ

三世代安涜舎
l月 9 日、 中央公民館大ホ ールで三世代交流会が行われ

ました。
子どもからお年寄り まで、約 170人が参加してレク リ エー

ションゲームを楽しみました。
今年は、お手玉に挑戦するゲー ムがあり、

子どもたちは、
大人の手さばきを感心 した面持ちで
見ていました。

笑い声が絶えない

ほど盛り 上がっ たゲ
ームの後は、お楽し
み抽選会もあり参加
者にはいいお年玉 と

なりました。

a函‘

h 
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沈
寿
官
に
出
会
う
旅

川
内
中
央
読

書
会
十
五
周
年
記
念
と

し
て
、

会
員
十
五
名
が
、
十
月

二
十
三

日
か
ら
二
泊
三
日
で
、
熊
本

・

鹿
児
島

を
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
巡
り
ま
し
た

。

旅
の
目
的
は

、
昭
和

六
十
年
九
月
に

読
書
会
で
読
ん
だ
司
馬
遼
太
郎
の

「
故

み
ん
な
の
広
場
に
登
場
し
て
い
た
だ
く
方
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

「
こ
の
人
」
「
満
一
歳
お
め
で
と
う
」

な
ど
の
ほ
か
身
近
な
話
題

、

情
報
を
役
場
総
務
課

広
報
係
ま
で
ご
一
報
く
だ
さ
い
。

沈寿官氏 と佐川夫妻

郷
忘
じ
が
た
く
候
」
の
薩
摩
焼
宗
家
第

十
四
代
沈
寿
官
氏
に
会
い
た
い
、
そ
の

思
い
だ
け
で
し
た

。

薩
摩
焼
四
百
年
祭

の
行
事
に
あ
わ
せ
て
の
日
程
で
、
心
に

残
る
よ
き
出
会
い
の
旅
と
な
り
ま
し
た

。

〈
パ
ス
の
中
で
の
吟
行
句
〉

秋
雨
や
師
と
の
旅
路
に
心
う
く

は
ぜ

南
国
の
ち
ら
り
ほ
ら
り
と
椀
紅
葉

秋
晴
や
空
へ
と
続
く
桜
島

由
利
子 参加 した川内中央読書会メンバー仁

n
u

-ヨ

u

i
f
→回
べ

包
9
6
6

・

2
2
2
2

秋
日
和
サー
フ
ィ
ン
の
色
つ
ぎ
つ
ぎ
と
和
希
子

高
天
に
雲
か
け
む
り
か
桜
島
ミ
チ
ル

秋
天
や
雲
を
と
ど
め
し
薩
摩
富
士

公
夫

秋
の
空
い
く
年
の
想
ひ
陶
の
里
利
江

あ
ご
髭
の
十
四
代
や
柿
の
秋
マ
サ
ミ

心
燃
ゆ
思
い
秘
め
た
る
黒
薩
摩

思
ひ
来
し
薩
摩
の
祭
り
秋
日
和

焼
酎
は
う
ま
か
薩
摩
の
夜
長
か
な

陶
聖
に

一
会
の
幸
や
天
高
し

婦人会よりの
お知らせ

迎春
婦人会を

舎年もよろしく
お願いします

恭
代人

干
中
尉
ナ

一 広
柴明 (

代
)

川
内
吟
社

月
池伊j
川会
報

ピ
志
れ
に
己
れ
あ
さ
れ
て
、
初
笑
い

太
丈
字
の
墨
の
掠
れ
の
吉
害
か
な

大
杉
に
結
ぶ
御
幣
や
淑
気
満
つ

小
寒
や
小
石
打
ち
た
る
鍬
の
先

改
修
を
終
え
た
る
宮
居
淑
気
か
な

些
か
の
呆
け
も
目
虫
度
や
初
笑

手
か
ら
手
へ
渡
る
赤

子
や
初
笑
ひ

元
旦
や
子
の
神
妙
な
膝
頭

鳩
の
群
瑠
璃
を
こ
ぼ
せ
る
淑
気
か
な

風
花
や
吾
、が
住
む
里
は

川
向
ふ

1 月 1 日

0チューブ体操しています

第 2 火曜 日

第 4 土曜日 13 : OO ~ 14 :00 

福祉館で行っ ています。 どなたで
もご参加ください。

19 : 30 ~ 20:30 

高 小
瀬、倉

j也

02 月のボカシづくり

午後 2 時より

中央公民館大ホール

おさそい合わせてご参加ください。

2 月 28 日 (日)

胡判
谷
選

高
須
賀
茅
花

j也

水
穂

近
藤

千
春

能
…
田

斗 慶
清 一

菅
野

高
須
賀
清
江静

波
照
幸

楠

.. 
治
子

胡
谷



伝
統
芸
能
に
親
し
む

j

北
方
獅
子
舞
を
通
し
て
j

十

一
月

二
十
五
日
、
川
内
中

学
校
に

お
い
て

、

「
伝
統
芸
能
に
親
し
む
」
と

題
し
、
北
方
獅
子
排
保
存
会
の
池

川
昭

栄
さ
ん

、
緒
方
光
男
さ
ん
を
お
招
き
し

て
授
業
が
行
わ
れ
、
獅
子
舞
の
歴
史
な

ど
の
お
話
や
模
範
演
奏
を
し
て
い
た
だ

き
C
土
4
1
レ
れ
~。

ま
た
、

当
日
は
た

く
さ
ん
の

獅
子
や

太
鼓
を
持
っ
て
き
て
い
た
だ
き
、
実
際

に
獅
子
に
触

ら
せ
て
も
ら

っ
た
り

、

太

鼓
を
た
た
か
せ
て
も
ら
っ
た
り
も
し
ま

?し
れ
~。

獅
子
に
触
る
の
は
初
め
て
と
い
う
生

徒
が
多
か

っ
た
の
で

す
が

、

保

存
会
の
方

や
生
徒
の

中
の
経
験

λ
者
に
手
ほ

ど
き
を
受

ぶ
け
、
和
や

の
中
で
生
き
生
き
と
活
動

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た

。

赤

ば

ち

打

そ

十
二
月

二
十
日
、
井
内
の
川
東

公
民

館
で
赤
そ
ば
打
ち
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
赤

そ
ば
の
栽
培
に
取
り
組

ん
で
い
る
「
高
嶺
ル
ビ

ー
の

会
」
(片

山

カ
ツ
子
会
長
)
が
主
催
し
た
も
の
で

す
。ま

ず
は

、

中
111 
IIIJ 
の

「
ク
ラ
フト

歳

の
里
」
の

そ
ば
打
ち

道
場
の
指

導
者
か
ら

、

そ
ば
打
ち

の
手
ほ
ど

き
を
受
け

満
ま
し
た
が
、

本
職
の
よ
う
に
う
ま
く
い

き
ま
せ
ん
。

伸
ば
し
の
作
業
で
は

、

穴
が
あ
い
た

り
、
切
る
作
業
で
は
、
麺
が
太
か
っ
た

り

、
細
か
っ

た
り
で
悪
戦
苦
闘
し
な
が

ら
ど
う
に
か
で
き
あ
が
り
ま
し
た
。

で
き
あ
が
っ
た
そ
ば
は

、

会
員
ら
で

試
食
し
ま
し
た
が
、
今
回
は
白
そ
ば
と

赤
そ
ば

の
食
べ

比
べ
も
、

行
わ
れ
、

改
め
て

赤
そ
ば

の
味
を

確
認
し

て
い
ま

し
た
。

川
柳
も
づ
く
新
年
句
会
報喜

撰
亭

選

大
晦
日
湯
舟
で

一
つ
年
を
取
リ
菅
野
美
雪

中
学
に
な
っ
て
ア
ッ
プ
の
お
年
玉
松
問
先
国

年
賀
状
ι
持
ち
す
る
お
元
日

波
部
佐
久
良

故
郷
の
親
ピ
過
し

た
三
ケ
日
間
木
武
士

三
角
巾
か
む
リ

園

児
の
お
餅
っ
き
篠
森
美
登
里

友
に
逢
い
ニ
周
リ
し

た
散
歩
道
都
築
畳
貴
子

三
世
代
交
流
ピ
云
う
長
寿
国
佐
々
木
胡
舟

若
づ
く
リ
周
リ
の
視
線
背
に
感
じ
高
岡
紫
迅

ガ
ッ

ツ
ボ
l

ズ
ゆ
っ
く
り
周
る
ホ
ー
ム
ラ
ン

菅
野
華
泉

平
岡
深
舟

高
瀬
喜
撰
亭

十

一
年
一
が
並
ん
だ
お
元
日

故
郷
は
周
囲
三
里
の
瀬
戸
の
島

宿 場 日
題所時

直玉]

a画‘

一
一
月
例
会
御
案
内

二
月
六
日
午
後
七
時
よ
り

中
央
公
民
館

勇
気

・

誘
う

・

ひ
ら
く

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
ど
う
ぞ

生門
口

口
U

ん

月

く

ω

吉

輝
ず
円
U

か
エ
寸

大きく 、 元気に育ってね y

白川

(父 ・ 母より )

来月号は 、 3月生まれの満 l 歳

児を募集します。 2月 5 日まで

に役場総務課広報係まで写真と

コメントをお寄せください。



イプブガメ/ジョブ

園
県
営
住
宅
補
欠

園
入
居
者
募
集

口
申
込
受
付
期
間

平
成
日
年
2

月
8

日
開
か
ら
2

月
日
日
ω
ま
で
の
期
間

8

時
加
分
か
ら
げ
時
ま
で

(
た
だ
し
、
土

・
日

・

祝
日
を
除

口
受
付
場
所

川
城
北
・
城
西
地
区

、

城
東
地

区
、

城
南
地
区

松
山
市
北
持
田
町
1

3
2

番

地
松

山
地
方
局
建
設
部
建

築
指
導
課
県
営
住
宅
係
(
包

内
線

9
4

1
i

・

I
l
l
-

4
4
3
)
 

ω
伊
予
地
区

伊
予
市
米
湊
2
6
9

番
地

松
山

地
方
局
伊
予
土
木
事
務

所
用
地
管
理
課
(
宮
9
8
2

・

1
2
0
5
)
 

口
抽
選
日

平
成
日
年
3

月

3

日
附

叩
分

口
募
集
団
地

13 
時

地区名 団 地 名

城北・城西地区
松風・松翠・朝美・梅津寺
潮見・鹿峰・中須賀

城東地区
溝辺・梅の本・天神・牛測
吟松・久米・=町

城南地区 和泉・石井・西石井・森松・砥部

伊予地区 伊予・伊予第二・新川

園
雇
用
促
進
住
宅

園
入
居
募
集

雇
用
促
進
事
業
団
で
は
、
愛
媛

県
下
に
6

ヵ
所
6
4
0

戸
の
雇
用

促
進
住
宅
を
設
置
し
て
お
り
ま
す

。

こ
の
住
宅
は
、
ハ
ロ
i

ワ
ー

ク
(
公

共
職
業
安
定
所
)
の
紹
介
に
よ
り

就
職
し
、
ご
家
族
と
一
緒
に
住
宅

を
移
転
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方

の
た
め
に
、
他
に
適
当
な
住
宅
が

見
つ
か
る
ま
で
の
問

一
時
的
に
ご

利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

口
入
居
要
件

入
居
で
き
る
方
は
、
次
の
い
ず

れ
の
条
件
に
も
該
当
す
る
方
で

す
。

①
雇
用
保
険
の
被
保
険
者
で
あ

る
こ
シ
」

②
毎
月
の
月

収
額
が
家
賃
等
の

4

倍
以
上
あ
る
こ
と

③
同
居
す
る
家
族
が
あ
る
こ
と

④
確
実
な
連
帯
保
証
人
(
原
則

と
し
て
勤
務
先
の
事
業
主
)

が
あ
る
こ
と

⑤
住
宅
に
困
っ
て
い
る

こ
と

口
雇
用
促
進
住
宅
の
所
在
地

県
下
の

雇
用
促
進
住
宅
の
所
在

地
は
、
次
の
と
お
り
で
す

。

な
お

、

詳
し
く
は
、
雇
用
促
進

事
業
団
愛
媛
雇
用
促
進
セ
ン
タ
ー

(包
9
4
7

・

6
6
7
7
)

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ノ\

お

宿舎名 住 所 規模 F雪晶氷『 賃

多国宿舎 大洲市多田甲6- 2 2DK 14，700円 ~17，600円

国分宿舎 今治市国分2-5- 26 2 K 11 ，500円 ~13 ，800円

大町宿舎 西条市大町鷹丸397 2K 11 ，200円 ~13，400円

泉川宿舎 新居浜市松原町 5 2 K 12 ，900円 ~15 ，500円

堀江宿舎 松山市堀江町1121 -7 2DK 14 ，500円 ~17，400円

松山上野宿舎 松山市上野町甲774 3DK 26 ，900円 ~32，300円

※ 

そ
の

他
と
し
て

、

共
益
費
が

必
要
で
す
。

園
平
成
刊
年
度
通
信
制

園
課
程
生
徒
募
集

口
入
学
資
格

①
平
成
日
年
3

月
末
ま
で
に
中

学
校
又
は
こ
れ
に
準
ず
る
学

校
を
卒
業
さ
れ
た
方
、
又
は

中
学
校
卒
業

見
込
み
の
方

②
中
学
校
卒
業
と
同
等
以
上
の

学
力
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る

方
①
高
校
を
中
途
退
学
し
た
方

口
出
願
期
間

(
第l
次
)

2

月
ロ
日

幽
か
ら
3

月

5

日

倒

宇
品
で

(
第2
次
)

3

月
ロ
日

幽
か
ら
4

月

2

日
悩

ま
で

口
問
い
合
わ
せ
先

※ 

松
山

市
持
田
町
2

丁
目
2

の
ロ
愛

媛
県
立
松
山
東
高
等
学
校
通
信

制
課
程

(
2
9
4
5

・
0

1

3

1
)
 

な
お
、
卒
業
資
格
に
は
関
係

な
く

、

自
分
の
好
き
な
科
目
を

学
習
で
き
る
「
聴
講
生
」
の
制

度
も
あ
り
ま
す
。

一T
7
9
0

・

8
5
2

1



イプブ才メ/ジョブ

し
ま
な
み
海
道

俳
句
・
連
句
・
短
歌

コ
ン
テ
ス
ト
作
品
募
集

口
募
集
部
門

俳
句
の
部

(
一般
の
部
及
び
中

学
生
以
下
の
部
)、

連
句
の
部
、

短
歌
の
部

口
作
品
テ
ー
マ
等

「
瀬
戸
内
し
ま
な
み
海
道
」
を

メ
イ
ン
テ

l

マ
と
し
、
「
島
」
「
海
」

「橋
」
に
関
連
す
る
作
品
で
、

日
本
語
に
よ
る
未
発
表
の
作
品

と
し
ま
す
。

口
選
者

愛
媛
県
俳
句
協
会
、
愛
媛
県
連

句
連
盟
、
愛
媛
歌
人
ク
ラ
ブ

口
応
募
方
法

所
定
の
応
募
用
紙
を
請
求
し
、

必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
応
募

し
て
く
だ
さ
い

。

口
募
集
締
切

平
成
日
年
2

月
お
日

口
問
い
合
わ
せ
先

愛
媛
県
し
ま
な
み
海
道
'
卯
イ

ベ
ン
ト
委
員
会
事
務
局

(
2
9

内
線
2
7

4
1

・

円
4
1

1
1

6 
8 

F
A
X
9
2
1

・

0
3

2
1
)
ま
で

門 ・・固・・・・
面等い
のじ
教め
τ'b:: 
同

相な
談や
み

土
寸

円
"
H

毎
週
月

・
火
・

水
・
金
曜
日

午
前
8

時
却
八
刀i
午
後
5

時

口
場
所

中
央
公
民
館
2

階
教
育
相
談
室

口
内
容

い
じ
め

・

登
校
拒
否
等
教
育
上

の
悩
み
に
つ
い
て
、
本
人
ま
た

は
保
護
者
・
関
係
者
か

ら
の
相

口
相
談
員

渡
部
良
温
教
育
相
談
員
が
相
談

に
応
じ
ま
す

。
(無
料

・

秘
密
厳

{
寸
)

口
電
話
番
号8

9
6
6

・
6

1

5
0

-
交
通
事
故
無
料
相
談

口
相
談
日

月
曜
日
か
ら

金
曜
日

(
午
前9

時
却
分
か
ら
午
後
4

時

ω
分
)

口
弁
護
士
相
談
日

木
曜
日

(
午
後1
時
1
4

時
)

口
電
話
相
談

口
相
談
場
所 8
9
4
5

・

2
3
3
5

干
7
9
0

・

0
0
0
5

日
本
生松
命 山

市
花
園
町
l

の
3

松
山
市
駅

4削
ピ
ル

社
団
法
人

日
本
損
害

保
険
協
会

松
山
自
動

車
保
険
請

求
相
談
セ

;ノ

ヲ

園
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ

園
初
心
者
講
座

口
日
時

2

月
日
日
附

・

口
日
附
の
2

日

間

(両
日
と

も
四
時
初
分

か
ら
幻
時
却

分
ま
で
)

口
場
所

川
内
町

中
央

公
民
館

視
聴
覚
室

口
テ
ー
マ

2

月
凶
日
附

「
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
(
基
礎
編
)
」

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
擁
影
の
仕
方
と

機
能

2

月

口
日
附
「
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ

(作
品
編
)」

ビ
デ
オ
作
品
の
鑑
賞
と
批
評

口
申
込
方
法

2

月

5

日

倒
ま
で
に

川
内
町

教

育
委
員
会
ま
で
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

(
2
9
6
6

・

4
7

2
1
)
 

※
'参
加
者
は
、
各
自
で

自
分
の

ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
を
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
、
撮
影
し
た
テ

ー
プ
の
あ
る
方
は
、
テ
ー
プ
も

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

-・・圃・・2 月 28 日(日)
“身近な場所を美しく"

斉
美
化
清
掃

.2月三砲の収集目・
、、

清掃センタ ー 電話 966-4989 

lもえるとみ

収集曜 日 収集地域 収集臼又は収集変更日

東谷・西谷
2月 11 日(木) は

月・木 土谷・滑川 1 . 奥松瀬川
2月 1 2 日 (金)に収集

母 天神 (山田団地を除く )

北方東・北方西
週 火 ・ 金

南方東 ・南方西

町西・町東 (天神を除く )
変更なし

水・土
山田団地・償灘団地・前松瀬川

2.もえないとみ・有資源回収

収 集地域 ガラス・空ビン類 空き缶等金物類 有資源回収

東谷 ・ 西谷

土谷・滑川・ 奥松瀬川 2 月 8 日 ( 月 ) 2 月 22 日 ( 月 ) 2 月 15 日 ( 月 )

天神(山田団地を除く)

北方東・北方西
2 月 9 日 (火) 2 月 23 日 (火 ) 2 月 16 日 (火)

南方東・南方西

町西・町東 (天神を除く )

山田団地・ 横灘団地 2 月 10 日 (水 ) 2 月 24 日 (水) 2 月 17 日 (水)

前松瀬川
J 



健康センターから

2月 1-7日は「成人病予防週間」

2周健康情報
-健康センター fi966・2191

-!"l軒晶首長幸a・

0育児相談

日時 2 月 25 日 (木)
受付午前 9 時~ 10時

場所 健康センタ - 1 階

対象児 平成10年 7 ・ 8 月、平成

9 年12月 、 平成10年 1 月
生まれの乳幼児 ( 6 ・ 7

カ月児、 l 歳 1 ・ 2 カ月

児)
内容 身体測定、発達チ ェ ック 、

保健指導、栄養指導

持参品 母子健康手帳、 アンケー

ト (事前に送付 します)

0育児学級

日時 2 月 25 日 (木)

受付午後 l 時~ 2 時

場所 健}JJ~センター l 階

対象児 平成10年 10. 11月、平成

10年 3 . 4 丹生まれの乳

児 ( 3 ・ 4 カ月児、 10 ・

11 カ月児)
内容 身体制定、発達チェ ック、

小児科診察、保健指導、

栄養指導

持参品 母子健康手帳、アンケー

ト (事前に送付します)

0乳幼児相談

日時 毎週水曜日

午前 9 時~ 12時

場所 健康センタ - 1 階

-lii1 l揖詩Eヨ・

内容 身体測定、育児相談

持参品 母子健康手帳

EF司E豪華1・

Oいきいき健康講座

[高血圧についてJ
日時 2 月 23 日 (火)

午後 1 時30分~ 3 時

場所 健康センター 2 階

講師 愛媛大学第一内科

長谷川 均先生

置骨量這i瑞酒

0滑川健康相談

日時 2 月 3 日 (水)

場所

海上集会所 午前11時~ 12時

生活改善センター

午後 1 fI寺30分~ 2 時30分

九騎 午後 3 時 ~ 4 時

0健康相談・栄養相談

血圧i!!IJ定、尿検査を行っ ています。
健康に閲することはお気軽にご相談

下さい。

日 時 毎週水曜日
午前 9 時~ 12時

場所 f住康センター 1 I惜

運動指導室

0こころの健康相談

精神的に不安定だ‘っ たり、お年寄

「体重計 、 の っ てわかる生活習慣j

りの痴呆等の相談をお受けしています。

日時 2 月 24 日 (水)
午前 9 時~ 12時

場所 健康センタ ー及び家庭訪問

(注) 予約制ですので、事前に保健婦までご

連絡下さい。

-UI.D;回E・

理学療法土による機能回復の訓練を行っ

ています。

日時 毎週水曜日午後 1 n寺 ~ 3 時

場所 ガリラヤ荘

(注) 申し込みが必要ですので、保健婦まで
ご連絡下さい。

-厨置町市.

日時 2 月 10 日 (水)
場所川内町役場午前 9 U寺 ~ 12時

三浦精機 (株)
午後 l 時30分~ 4 時

-~，，;;闘Eaf~..i篭諸島JiW.

日時 毎週月曜日

午前 8 時30分~ 10時

場所 健康センター

持参品 印鑑、 登録をしている犬は鑑札

予防注射済票

-・6・~[11主主?~~ヨ・
(診療時間 午前 S 時30分~午後 5 1時30分)

日 当番匡 住 所

7 日
渡部内科

松 山 市 975一
( 日 l曜日 ) 南続本 町 2232 

11 日 友愛 内科、 t�; 111 rl� 976-
(建国記念日 ) ノ11レ勾 平| 水 泥 IIfj 6262 

14 日
氷 山 内科 松 山 市 I 976 

( 日日程白 ) :It 梅本 IIfj" I 1788 

21 日 北 上封!í t車 州市 I 975一
( EIII翌日) ~~~ 形外手i -'P: ~ト IIJT I 3753 

28 日 < (i' 7こ 松 山 市 | 針。
( 日 |曜日 ) l村 手l 北 梅本 IIIT I 001 

日時 対象児と注意事項

種 I 2 月 2 日伏) I ~ ヵ 月 ~ 7 歳 6 ヵ 月の者。
I ;:_~:， ~ ,:-::._v v "1'1+ 1 * 百 日 ぜき にかかっ たこと のあ る方は二種混合 ( ジ フ テリ ア ・

雲 | 午後 2 U寺 ~ 311寺 | 破傷}!í\l) を 受付 で申 し出て受けて下 さい。

侍

時

勺
J

q
J

ω
~
同
~

日

時

日
時

国
2
m
m
2

月

後

月
後

2

午

2

午

ツ
反

一B
C
G

3 ヵ 月 ~ 4 歳の者。
* 2 日 後 、 ツベルク リ ン反応検査をし ま す。
* 入浴は控えてください。

3 ヵ 月 ~ 4 歳の者。
* ツベルク リ ン反応検査を行い、陰性の者のみ BCG を接種
します。

風 I 2 月 26 日幽 I ~ 歳 ~ 7 絞 6 ヵ 月の者 。
I ;:_ ~ )，_ ~r)v n~~ l.1J!J "ttt. I * 以 前に 、 tl/lMR (風疹 ・ 麻疹 ・ おたふくかぜ) ワクチンを

疹 | 午後 2 U寺~ 31侍| を接種した こ とのある方は 、 受ける必要はありません。

。場 所 健康センタ ー 2 階 。持参品 母子健康手帳、 予防接種手帳、 体ì:ITl計

a画‘



Photo 

表紙の写真

1 月 5 日、山野草研究家の大石延夫さんと 、花

づくりボランティアの会員 4 名が、塩ヶ森で、七

草摘みをしま した。

小春日和で絶好の七草摘みでしたが、 暖冬の影

響でナズナなど、すでにとうが立っているものも

ありました。

戸籍の窓
(12月 受付分 ・ 敬称、略)

(1月 1 日 現在)

11 ， 041 人(+ 4人)

5，231 人(+ 0人)

5，810人 (+ 4人)

3 ，725戸 (ー 1 戸 )

町の勤き

*お誕生おめでとうございます

口

女

世帯数

男

人

名
越
座

-
‘・ . ・

川
上
神
社
の
東
に
明
治
四
十
年
、

二
階
建
て
の

常
小
屋
「
名
越
座
」
が
誕
生
し
ま
し
た

。

こ
の
写
真
は
名
越
座
を
横
か
ら
蝿
影
し
た
も
の

で
、
昭
和
三
十
年
代
頃
の
様
子
が
写
さ
れ
て
い
ま

す
。
(今
は
取
り
壊
さ
れ
て
現
存
し
て
い
ま
せ
ん

。
)

浄
瑚
璃
、
現
代
劇
、
浪
曲

芝
居

、

浪
曲
、
歌
舞

伎
芝
居
な
ど
の
興
行
や
素
人
海
瑠
璃
大
会

、

青
年

芝
居
そ
れ
に

、
川
上
尋
常
高
等
小
学
校
の
学
芸
会

も
こ
の
「
名
越
座
」
で
行
わ
れ
(
二
日
が
か
り
で

行
う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た

)、
明
治
、
大
正
、
昭
和

と
住
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
し
た

。

な
つ
か
し
の

写
真
を
募
集
し
て
い
ま
す

f

役
場
総
務
課
広
報
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

。

住所 保護者 名削 生年月日

上之 IIIJ 大野間IJ司 未来 11. 27 

森 高須賀笹 綾乃 12. 9 

{果 免 柱|原鉄次 イ右 手己 12. 11 
川オ吉、 唐木 ゆ Jfíl 12. 13 

J前灘団地 l 花 111 保95 誕 J詰 12. 16 
t0 信の .,. 12. 16 

四古市 松本正明 美月 12, 21 

住所 氏 名 年齢 死亡月日 世手持主

ガリラヤ，if 林 勇 80 11. 28 林 勇

日之上 橋本千55子 78 12, 1 橋本千詩子

保 免 凹中良信 78 12. 8 庇1"1" 正

下之 IIIJ 柴田幸二 48 12. 14 柴田幸二

-ck t I~I 石ミネ子 83 12. 15 白石善凹自11

上 古 [11 波音11 ìj奇子 84 12. 22 波音11 浩II~

場 小倉 ìj~j 秀 74 12, 22 小倉清秀

女ごめい福をお祈りいたします

1 

r

-
、
、

-o

J
J
'

B
V
J
J
'
 

今
年
も
中

央
公
民
館
で

、

取
材
に
か
予
」

つ
け
て
七
草

が
ゆ
を
い
た

お
か
ゆ
を
す
す
り
な
が
ら

、

こ

の
時
期
に
七
草
が
ゆ
を
い
た
だ
く

と
い
う
先
人
の
知
恵
に
い
つ
も
感

「
そ
う
い
え
ば、
こ

の
七
草
が

ゆ
や

、
鍬
初
め
、
山
の
口
あ
け
な

ど
、

昔
は
今
以
上
に

、

自
然
に
対

し
て
敬
度
だ

っ

た
な
あ
」
と
思
い

な
が
ら
、
三
杯
目
に
手
を

伸
ば
し

心
さ

せ
ら
れ
る
。

て
い
た
。

交通事故の発生状況
平成n年1 月 13 日現在

本年 | 昨年比
35 I + 4 
2 +  2 
44 I + 5 

(松山問答祭者管内)

・ 死亡事故については、いずれも深夜の若者事故
・ 後告11座席は安全地術ではない。 ベルト靖則を
・ 思いやりの心で高齢者を守ろう

a画h

編集/)1 1内町総務課

干 79ト0393 愛媛県温泉郡川内町大字南方286番地

TEL (089) 966-2222 

印刷/岡田印刷
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く唇酔坦J

4 元日には、 紅白のしようゆもちゃ

お年玉プレゼン卜がありました。

12月 23日 、 さくらの湯を訪れた砂

子どもたちにサンタクロースから

クリスマスプレセントがありました。

平
成
十

一年
(
い
い
年
)
も
、
い
い
天
気
で
始
ま
り
、
何
か

い
い
こ
と
が
あ
り
そ
う
な
予
感
が
し
ま
す。

さ
て

、

年
末
年
始

、

営
業
時
間
を
延
長

し
た
さ
く
ら

の
湯
に
は
、
町
内
外
か
ら
大
勢
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。

年

末
の
三
十
日
は
、

一、
二
九
六
人
、
三
十

一日

一、
八
三
三
人
、

年
末
年
始
の
"
さ
く
ら
の
湯
“

元
日
二

、

三
O
五
人
、
二
日

二
、

五
四
四
人

、

三
日

二
、

三

六
二
人
で

、

一日
の
入
館
者
数
で
は
最
高
を
記
録
(

一月
二

日
入
館
者
数
)。

家
族
、
つ
れ、
帰
省
客
な
ど
で
に
ぎ
わっ
た
さ
く
ら
の
湯
は
、

す
っ
か
り
川
内
町
の
"
顔‘
と

な
っ
て
い
ま
す
。


